
主催：東京学芸大学教員養成評価開発研究プロジェクト

プログラム

2015年9月6日（日）
 13時～17時［受付/12 時30 分～ ］

教員養成教育の
アクレディテーションの活用可能性を探る
～教員養成教育認定評価　1年目の成果検証～

参加
無料

東京学芸大学「日本型教員養成教育アクレディテーション・システムの開発研究」フォーラム

 挨　拶　　出口 利定（東京学芸大学長）
 東京学芸大学教員養成評価開発研究プロジェクトの概要説明　　國分 充（東京学芸大学理事・副学長）

 基調講演「教員養成教育の質保証に関する今後の政策展望」
 茂里 毅（文部科学省初等中等教育局教職員課長）

 教員養成教育認定評価の取組み
 ■ 本プロジェクトの 1年目の実施報告　　佐藤 千津（東京学芸大学准教授）
 ■ 第一期評価の報告
  実施大学から： 北海道教育大学教育学部釧路校
 玉井 康之（北海道教育大学釧路校キャンパス長）
 岡山大学文学部
 田仲 洋己（岡山大学文学部教授）

  評価チームから：小林 稔（京都教育大学教職キャリア高度化センター教授）

 休　憩

 パネル・ディスカッション
 教員養成教育認定評価はどう活用できるか ―教員養成教育の質保証を目指して―
 パネリスト（報告順）

 茂里 　毅（文部科学省初等中等教育局教職員課長）
 森山 賢一（玉川大学教師教育リサーチセンター長　教授）
 早川三根夫（岐阜市教育委員会教育長）
 高野 和子（明治大学文学部教授）

 コーディネーター 川手 圭一（東京学芸大学教授）
  渡邊 恵子（国立教育政策研究所教育政策・評価研究部部長、東京学芸大学客員准教授）

会場

定員

参加申込方法

学術総合センター内　一橋講堂　中会議場

100名（先着順受付）

裏面の参加申込書に記入のうえ、
8月 28 日（金）までに FAX にて、お申込みください。



参加申込書［8月28日（金） 必着　定員100名（先着順受付）］
FAX:042-329-7889
郵 便 番 号

住 所

ふ り が な

お 名 前

勤 務 先

連絡先
電話番号

e-mail

◎必要事項をご記入のうえ、FAX送信してください。

※いただいた個人情報は，フォーラムの運営以外には使用しません。

東京学芸大学「日本型教員養成教育アクレディ
テーション・システムの開発研究」フォーラム

会　　場

学術総合センター
東京都千代田区一ツ橋 2-1-2

【電　車】

● 東京メトロ半蔵門線
● 都営三田線・新宿線　　「神保町」　A8出口　徒歩 3～ 5分

● 東京メトロ東西線　　　「竹　橋」　1b 出口　徒歩 3～ 5分

アクセス

● 学術総合センター入館時に必要ですので、お手数ですが本チラシをご持参いただき、会場入口の係員にご提示ください。
● チラシは、ホームページからもダウンロードできます。（URL : //www.u-gakugei.ac.jp/̃jastepro/html/）

【問合せ先】東京学芸大学総務部広報企画課教員養成評価開発研究プロジェクト担当　TEL : 042-329-7913 / e-mail : jastepro@u-gakugei.ac.jp

ご参加の方へお願い

◆教員養成教育認定評価
　教員養成教育の質的水準の向上のため、東京学芸大学では、文部科学省から特別経費の採択を受け、
他の国公私立大学や教育委員会・学校関係者等の協力を得ながら、国内初となる学士課程（学部段階）
における教員養成教育の評価システム（教員養成教育認定評価）を開発しました。平成 26 年度からは、
これによる第１回の評価を行い、岡山大学文学部、同大学理学部、玉川大学工学部、北海道教育大学
教育学部釧路校の 3大学 4学部を認定しました。

　教員養成教育認定評価の特徴は以下の通りです。
　（1）国公私立約 600 大学で行われている教員養成教育の多様性を損なわない仕組みとすること
　（2）大学が自律的に内部質保証を機能させることを重視すること
　（3）参加は各大学の任意であること
　（4）  学校や教育委員会の協力を得つつピア・レビューを中心とし、相互に学び合うコミュニティ

となること


